
開催日時 開催日時

開催場所 開催場所

参加者数 参加者数

開催日時 開催日時

開催場所 開催場所

参加者数 参加者数

内容 内容

第
1
1
回

提案発表に向けて、発表資料作りに取りかかる。
＜提案資料流れ＞
・人口減少
・本人たちにどんな関市がいいか聞こう！
・セキスキサミット開催
　・さまざまな提案
　・Best of 市長の提案
・コミュニティを作ろう
・地域で活動する「地域探究クラブ」
　・実現可能性について
　・協力者など

第
1
6
回

＜Re:SEKIツアーの反省会＆提案書作成＞
11/1に開催したツアーの反省を行い、より実現可能な提案に
していくために案を出し合った。
出し合った内容をもとに提案書の作成を行う。

2025年11月28日（金）19:00〜21:00

せき・まちづくり∞アップデーターズ　報告書　11月
青チーム

第
1
5
回

赤チーム
2025年11月1日（土）9:00〜15:00

関市内

2025年11月14日（金）19:00〜21:00

関市役所　７階　つなぐガーデン

第
1
0
回

6名 アップデーターズ：3名　市民：4名

関市役所　７階　つなぐガーデン

5名

2025年11月13日（木）19:00〜21:00

関市市民活動センター

5名

内容 Re:SEKIツアー開催
・市役所北口集合（10:00）
・議会棟ツアー
・お団子で休憩
・長良川鉄道乗車　関市役所前駅→関駅
・善光寺で戒壇巡り
・ひねもスポットでお昼ご飯
・フェザー＆せきてらす見学	
・お土産の検討
・長良川鉄道で移動　せきてらす前駅→市役所前
・振り返り、クイズの確認、シャインカービングにチャレンジ
（関市役所7階つなぐガーデン）

内容 88日間のプロジェクト実施を終えて、提案内容について方
向性を決定した。
今後のスケジュールと事業の提案に向けて、必要な情報収
集を確認した。



せき・まちづくり∞アップデーターズ　報告書　11月
青チーム赤チーム

開催日時

開催場所

参加者数

関市市民活動センター

5名

第
1
2
回

提案事業の実現可能性を高めるために、関市で行っている若者
事業の担当職員（関市市民協働課）にヒアリングを行った。
関市の取り組みに対して解像度が上がり、既存の取り組みとコ
ラボできるような事業提案にしていく。

＜ヒアリング総括（要約）＞
■ 若者向け事業の現状と対象
対象は主に高校生（VSプロジェクト）、大学生（せきららゼ
ミ、18〜25歳）。
高校生×大学生の交流の場として「関なかサーチ」も実施.
中学生を排除しているわけではないが、制度上は高校生以上が
中心。
教育委員会の所管が中学と高校で異なるため、アプローチルー
トも異なる。

■ 中学生対象への可能性
中学生向け事業はほぼないが、ニーズ（アンケートの声）は確
認されている。
中学生から接点を作ること自体は問題ではなく、地域に根差し
た活動につながる。
既存事業との連携や、段階的に（大学生→高校生→中学生）広
げる構想は有望。

■ プレーヤー制度について
対象は主に高校生。物品・広報・講師依頼などの伴走支援。
周知は十分でなく、活用件数も減少傾向。
ただし、制度を使わず自立した団体も育ってきている（まるそ
ら・ほらプロ・レットギフト等）。

■ 若者事業の課題
● 集客・情報発信
関市の若者向け情報は「発信しても届かない」課題が大きい。
公式LINEも十分届いていない。
若者自身が発信できるコミュニティの必要性。

● 制度の使いにくさ・継続性
受験・部活・考査などで活動継続が難しい。
高校では探究は2年生までで3年生になると活動離脱。
学校連携では県と市の支援が重複すると難しい点も。

■ 若者の居場所
美濃加茂ユースセンターの例のように、若者が自然に集まれる
場所のニーズがアンケートでも強い。

■ 既存事業の評価
せきららゼミ：大学生が関市に関わる「きっかけづくり」とし
て機能。
VSプロジェクト：高校生の「やりたい」を後押しする仕組
み。
関なかサーチ：高校生と大学生が関われて満足度が高い。
プレーヤー制度：相談ベースでの支援は一定機能している。

■ 事業構想への示唆
市民団体（観光ガイド等）を巻き込み、地域と連動した企画に
できると良い。
学生が「運営側」に回れる仕組みや、学年を超えた教え合いの
循環が望ましい。
既存の事業をつなげて若者が自走できる循環システムを構築す
る方向が有力。
担当者依存を軽減し、市の担当者の負担も減らす。

■ 事業提案のポイント（説得力を高めるために）
他市町村事例を引用すると効果的。
例：東広島での学生ツアー（市民協働センターが委託を受けて
継続中）
実現可能性より効果（若者の関与拡大・自走化・地域循環）を
強調すると市長への提案として響きやすい。
市役所・議会見学を実施する場合は、建物管理者とセキュリ
ティ面の調整が必要。

■ 総括（超要約）
高校生・大学生中心の事業が多く、中学生向けは不足。
情報発信が届かず、若者の参加や継続に課題。
プレーヤー制度の活用減はあるが、自立型団体も育ってきてい
る。
若者の居場所や、学年を超えた「自走できる循環」が必要。
他市事例を踏まえて、既存事業をつなぐ大きな構想が市長提案
のカギ。

内容

2025年11月18日（木）19:00〜21:00


